
令和７年度 第３回

駿東田方圏域保健医療協議会

駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

日 時：令和８年２月18日(水)

午後１時～

場 所：オンラインによるWeb会議

（Zoomミーティング使用）

次 第

○ 議 題

１ 在宅医療圏における施設の変更

２ 静岡県保健医療計画における医療連携体制を担う医療機関の変更

３ 紹介受診重点医療機関（外来機能報告）

○ 報 告

１ 病床数の変更

２ 静岡県医師数等調査の結果

３ 新たな地域医療構想と保健医療計画の進め方

４ かかりつけ医機能報告制度

５ 地域医療介護総合確保基金事業

６ 地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワークへの参加法人の追加
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所属委員

No 所　　　　　属 職　　　名 氏　　　名（敬称略） 備考 協議会
駿東

調整会議
三島･田方
調整会議

1 沼津市 市　　長 賴　重　　秀　一 代理出席
横山企画管理係長 ○

2 三島市 市　　長 豊　岡　　武　士 代理出席
石井健康づくり課長 ○
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宮口健康づくり課長 ○
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加藤厚生部長 ○

8 清水町 町　　長 　関　　　義　弘 代理出席
平井健幸づくり課長 ○

9 長泉町 町　　長 池　田　　　修　 代理出席
上杉健康増進課長 ○

10 小山町 町　　長 込　山　　正　秀 代理出席
藤曲健康増進課長 ○

11 駿東田方地域MC協議会 副  会  長
(駿東伊豆消防本部消防長)

今　井　　將一朗 代理出席
荻島警防部長 ○

12 沼津医師会 会　　長 田　中　　日出和 ○ ○

13 三島市医師会 会　　長 吉　冨　　雄　治 ○ ○

14 御殿場市医師会 会　　長 安　田　　敏　男 代理出席
勝亦事務局長 ○ ○

15 田方医師会 会　　長 土　屋　　和　彦 ○ ○

16 沼津市歯科医師会 会　　長 稲　玉　　圭　輔 欠席 ○ ○

17 三島市歯科医師会 会　　長 斉　藤　　彰　久 代理出席
細川副会長 ○ ○

18 田方歯科医師会 会　　長 吉　本　　智　信 ○ ○

19 駿東歯科医師会 会　　長 服　部　　　慎　 ○ ○

20 静岡医療センター 院　　長 岡　﨑　　貴　裕 ○ ○

21 三島総合病院 院　　長 赤　倉　　功一郎 ○ ○

22 沼津市立病院 病 院 長 伊　藤　　浩　嗣 ○ ○

23 伊豆赤十字病院 院　　長 吉　田　　　剛　 ○ ○

24 裾野赤十字病院 院　　長 芦　川　　和　広 ○

25 順天堂大学医学部附属静岡病院 院　　長 佐　藤　　浩　一 ○ ○

26 聖隷沼津病院 病 院 長 鶴　井　　　聡　 ○

27 伊豆保健医療センター 病 院 長 小　野　　　憲　 ○

28 沼津中央病院 院　　長 杉　山　　直　也 欠席 ○ ○

29 フジ虎ノ門整形外科病院 病 院 長 土　田　　隼太郎 代理出席
荒木看護副院長 ○

30 有隣厚生会富士病院 理 事 長 若　林　　良　則 代理出席
鈴木法人局長 ○ ○

31 沼津薬剤師会 会　　長 板　井　　和　広 ○ ○

32 三島市薬剤師会 会　　長 小　島　　　真　 ○ ○

33 田方薬剤師会 会　　長 和　田　　知　之 ○ ○

34 北駿薬剤師会 会　　長 勝間田　　　尚　 ○ ○

35 県立静岡がんセンター 病 院 長 小　野　　裕　之 ○ ○

令和7年度 第3回 駿東田方圏域保健医療協議会 委員名簿

令和７年度 第3回 駿東田方構想区域地域医療構想調整会議 委員名簿

－3－



所属委員

No 所　　　　　属 職　　　名 氏　　　名（敬称略） 備考 協議会
駿東

調整会議
三島･田方
調整会議

36 静岡県看護協会 副 会 長 横　山　　直　司 欠席 ○ ○

37
東名裾野病院
（みしゅくケアセンターわか葉）

院　　 長
（理 事 長） 木　本　　紀代子 ○

38 健康保険組合連合会静岡連合会 副会長 芹　澤　　義　夫 ○

39 静岡県老人福祉施設協議会 理事
地域ケア委員長 杉　山　　昌　弘 ○

40 三島東海病院 院　　長 安　倍　　知　見 欠席 ○

41 ＮＴＴ東日本伊豆病院 院　　長 安　田　　　秀　 代理出席
企画総務部安武様 ○

42 三島森田病院 院　　長 森　田　　正　哉 代理出席
緒形副院長 ○

43 健康保険組合連合会静岡連合会 理　　事 原　田　　幸　男 ○

44 静岡県老人保健施設協会 幹      事 伊　藤　　裕　輔 欠席 ○

45 静岡県老人福祉施設協議会 堀　内　　和　憲 欠席 ○

46 沼津市 市民福祉部長 瀧　口　　真　一 代理出席
横山企画管理係長 ○

47 三島市 こども・健幸まちづくり部長 佐　野　　文　示 代理出席
石井健康づくり課長 ○

48 御殿場市 健康福祉部長 上　道　　勝　人 ○

49 御殿場保健所 所　　長 下　窪　　匡　章 ○ ○

50 東部保健所 所　　長 　鉄　　　　治　 ○ ○ ○

地域医療構想アドバイザー

静岡県医師会 会　　員 小　林　　利　彦

静岡県病院協会 会　　長 毛　利　　　博　

浜松医科大学 特任教授 竹　内　　浩　視

オブザーバー

中伊豆温泉病院 事務次長 黒　石　　拓　也

中伊豆リハビリテーションセンター 事務部長 井　原　　通　仁

慈広会記念病院 理事長兼院長 伊　藤　　惠利子

傍聴者

東海北陸厚生局 係　　長 長谷川　　恵　子

日本光電工業株式会社 部　　長 宮　原　　由　明
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駿東田方圏域保健医療協議会設置要綱

（設置）

第 1条 静岡県東部健康福祉センター保健医療福祉関係協議会設置要綱に基づ

き、駿東田方圏域保健医療協議会（以下「協議会」という）を設置する。

（協議事項）

第 2条 協議会は、駿東田方第 2次保健医療圏における保健医療に関する重要

事項及び静岡県保健医療計画に係る事項に関して協議する。

（会長、副会長及び委員）

第 3条 協議会に会長及び副会長を置く。

２ 会長は東部保健所長を、副会長は御殿場保健所長をもって充てる。

３ 協議会の委員は、次の各号に掲げるものとし、第 4条に定める部会ごと別

に定める委員名簿を基本とする。

（1）市町長

（2）医師会長

（3）病院長

（4）歯科医師会長

（5）薬剤師会長

（6）その他会長が必要と認める者

（部会）

第 4条 協議会は第 2条に掲げる内容を検討するにあたり、部会を置くことが

できる。

２ 部会には部会長を置き、協議会会長をもってこれに充てる

３ 協議会は、その定めるところにより、部会の決議をもって協議会の決議と

することができる。

（会議）

第 5条 協議会及び部会は、会長が委員を招集し議長となり実施する。

２ 委員がやむを得ない事情により欠席する場合は、代理出席を認める。

３ 協議事項のうち議決を要する案件については、出席した委員の過半数で決

し、可否同数のときは会長の決するところによる。
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（事務局）

第 6条 協議会の事務局は東部健康福祉センターに置き、その運営は御殿場健

康福祉センターと連携して行う。

（その他）

第 7条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会

長が協議会に諮って定める。

附 則

この要綱は、平成１9年 3月 1日から施行する。
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駿東田方構想区域地域医療構想調整会議 設置要綱

（設置）

第１条 医療法（昭和 23年 7月 30日法律第 205号）第 30条の 14第 １項に定める「協議の場」

として駿東田方区域地域 医療構想調整会議（以下「調整会 議」という。）を設置する。

２ 調整会 議は、駿 東田方区 域地 域医療 構想 調整 会議（駿東 圏域）及 び駿東田 方区域地

域医療構想調整会議（三 島 ･田方圏域 ）の２会議とする。

３ 駿東田 方区域地 域医療構 想調 整会議 （駿 東圏 域）の対象 地域は、 沼津市、 裾野市、

御殿場市、清 水町、長泉町、小山町 とし、駿東田方 区域地域医療構想調整会議（三島 ･

田方圏域）の対象地域は 、三島市、伊豆市、伊豆の国市、 函南町とする。

（所掌事務）

第２条 調整会議の所掌事 務は次のとおりとする。

(1) 地域の病院・有床診療所が 担うべき病床機能に関す る協議

(2) 病床機能報告制度による情 報等の共有

(3) 地域医療 構想の推進に向けた取組（地域医療介護総合確保 基金事 業等）に 関する事

項

(4) その他、 在宅医療を含む地域包括ケアシステム、地域医療 構想の 達成の推 進に関す

る協議

（委員）

第３条 調整会議は、静岡 県東部保健所長が委嘱する委員を もって構成する。

２ 調整会議に議長を置き 、委員の互選により定める。

３ 議長は、調整会議の会 務を総理する。

４ 議長は 、あらか じめ副議 長を 指名す るこ とと し、必要に 応じて副 議長がそ の職務を

代行する。

（任期）

第４条 調 整会議の委員の任期は、２年とす る。ただし、再任を妨げない。

２ 補欠に よる委員の任期は、前任者の残任 期間とする。

（招集）

第５条 調 整会議は議長が招集する。ただし、設置後最初の 調整会議は、静岡県東 部保健

所長が招集する。

（議事）

第６条 議 長は会議を主宰する。

２ 議長は 、必要と 認めると きは 、関係 行政 機関 の職員その 他適当と 認める者 の出席を

求め、その説明又は意見 を徴することができる。

３ 議長は 、必要が あると認 める ときは 、特 定の 事項につい て、関係 のある委 員のみで

開催することができる。

（庶務）

第７条 調整会議の庶務は 、静岡県東部保健所地域医療課に おいて処理する。

（その他）

第８条 この要綱に定める もののほか、必要な事項は別に定 める。

附則

この要綱は、平成 28年６ 月 16日から施行する。
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在宅医療圏における施設の変更

駿東田方在宅医療圏における「在宅医療において積極的役割を担

う医療機関」の変更について、御意見を伺います。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

１

議題

１
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駿東⽥⽅在宅医療圏における施設の変更について（案）
※赤字・太字・下線が今回追加施設

うち有床診 施設数 ※R8.1現在 施設数 ※R7.3現在

沼津市 23 2 2 瀬尾記念慶友病院
沼津はまゆう病院 3

沼津市⽴病院
聖隷沼津病院
⻄島病院

裾野市 9 2 2 裾野赤十字病院
東名裾野病院 1 裾野赤十字病院

清水町 4 1 0 2 静岡医療センター
岡村記念病院

⻑泉町 6 - 1 池⽥病院 0

三島市 三島市医師会 三島市医師会所管区域で
１つの在宅医療

三島東海病院
三島中央病院
三島共⽴病院

三島市医師会 17 - 3
三島東海病院
三島中央病院
三島共⽴病院

2 三島中央病院
三島総合病院

伊豆市 2 - 1 伊豆赤十字病院 1 伊豆赤十字病院
中伊豆温泉病院

伊豆の国市 0 - 2 韮山温泉病院
伊豆保健医療センター 1 伊豆保健医療センター

函南町 1 - 1 NNT東日本伊豆病院 0

御殿場市 5 - 1 有隣厚⽣会富⼠病院 4

有隣厚⽣会富⼠病院
御殿場石川病院
有隣厚⽣会東部病院
フジ⻁ノ⾨整形外科病院

⼩山町 1 - 0 1 有隣厚⽣会富⼠⼩山病院

（参考）医療機関状況
在宅療養⽀援診療所数 在宅療養⽀援病院 ２次救急医療施設市町名 郡市医師会名 在宅医療圏 積極的医療機関 連携拠点

沼津医師会 沼津医師会所管区域で
１つの在宅医療圏

聖隷沼津病院
裾野赤十字病院
池⽥病院

沼津医師会
聖隷訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ千本

⽥⽅医師会 ⽥⽅医師会所管区域で
１つの在宅医療

中伊豆温泉病院
伊豆赤十字病院

伊豆保健医療センター
⽥⽅医師会

御殿場市医師会 御殿場市医師会所管区域で
１つの在宅医療

有隣厚⽣会富⼠病院
 ふくせい在宅クリニック
時之栖・神山クリニック

御殿場市医師会
（御殿場市・⼩山町・御殿場
保健所が連携・協⼒する）
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静岡県保健医療計画における

医療連携体制を担う医療機関の変更

疾病又は事業ごとの医療連携体制調査に基づき、静岡県保健医療

計画における医療連携体制を担う医療機関の変更について、御意見

を伺います。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

２

議題

２
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疾病又は事業ごとの医療連携体制調査

１ 調査の概要

静岡県保健医療計画に定める６疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、肝疾患、

精神疾患）、６事業（救急、災害、へき地、周産期、小児、感染症）における医療連携の

進捗状況を把握するため、病院等の医療機関に対して、医療機能及び医療機関どうしの

連携に関する調査を行う。

圏域ごとの調査結果については、地域医療協議会（保健医療協議会）に諮り、圏域に

おける保健医療計画の進捗状況について協議する。

また、機能の異動があった医療機関については、圏域ごとの地域医療協議会（保健医

療協議会）に諮った後、保健医療計画（ホームページ）に掲載する医療機関名リストに

反映させる。

２ 主な結果

・地域連携クリティカルパスの導入率

３ 根拠法令

医療法第 30 条の 5

都道府県は、医療計画を作成し、又は医療計画に基づく事業を実施するために必要が

あると認めるときは、市町村その他の官公署、介護保険法第７条第７項に規定する医療

保険者又は医療提供施設の開設者若しくは管理者に対し、当該都道府県の区域内におけ

る医療機能に関する情報その他の必要な情報の提供を求めることができる。

区 分
導入率(%)

H27 H28 H29 H30 R 元 R２ R３ R４ R５ R６

が

ん

肺 79.2 76.9 76.9 77.8 77.8 69.2 65.4 60.7 64.3 64.3

胃 87.5 84.6 84.6 85.2 85.2 76.9 73.1 71.4 75.0 75.0

肝 83.3 76.9 76.9 77.8 77.8 73.1 69.2 67.9 71.4 60.7

大腸 91.7 88.5 88.5 88.9 88.9 80.8 73.1 75.0 78.6 75.0

乳 87.5 84.6 84.6 81.5 81.5 76.9 76.9 75.0 75.0 71.4

脳卒中 82.4 84.4 84.4 84.4 89.3 86.2 86.2 86.2 89.7 89.7

区分 内容

調 査 名 医療連携体制調査

調 査 時 点 令和７年 11 月 30 日現在(平成 19 年度から調査実施)

調 査 対 象

（ 予 定 数 ）

① 病院 169 か所

② 診療所 394 か所（以下届出機関）

・在宅療養支援診療所

・在宅がん医療総合診療料

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

（※対象は東海北陸厚生局 HP 掲載「届出受理医療機関名簿」より）

③ 産科・産婦人科標榜診療所 83 か所

④ 助産所 142 か所

主な調査項目 ６疾病６事業に係る、医療機能、連携状況、実績（分娩数）など
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医 療 機 関 名 所在地
追加・削除

の別
異 動 理 由

三島総合病院 三島市 削除 対応不可能

勝呂医院 沼津市 追加 対応可能

沼津グルメ街道クリニック 沼津市 追加 対応可能

阿部ひ尿器科 御殿場市 追加 対応可能

ひいらぎファミリークリニック 長泉町 追加 対応可能

ふくせい在宅クリニック 御殿場市 削除 休止中

みしま岡クリニック 三島市 削除 廃止

瀬尾記念慶友病院 沼津市 追加 対応可能

こうえい痛みのクリニック 小山町 追加 対応可能

石井内科 三島市 追加 対応可能

さなだ消化器・乳腺クリニック 三島市 追加 対応可能

医療法人社団博章会 いづの里クリニック 三島市 追加 対応可能

さわだ・メディカル・クリニック 沼津市 削除 対応不可能

富井医院 御殿場市 削除 対応不可能

東山クリニック 御殿場市 削除 対応不可能

ふくせい在宅クリニック 御殿場市 削除 休止中

青木医院 長泉町 削除 対応不可能

田内内科医院 三島市 削除 対応不可能

斉藤医院 三島市 削除 対応不可能

みしま岡クリニック 三島市 削除 廃止

山下助産院 伊豆市 追加 対応可能

田中産婦人科医院 三島市 削除 対応不可能

うるは助産院 三島市 削除 対応不可能

令和７年度　疾病又は事業ごとの医療連携体制に関する調査
医療機関の異動（追加・削除）状況

○　がんの「集学的治療」を担う医療機関

○　がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（診療所）

○　脳卒中の「身体機能を回復させるリハビリテーション」を担う医療機関

○　脳卒中の「在宅療養の支援」を担う医療機関

○　周産期医療の「正常分娩」を担う医療機関
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三島森田病院 三島市 追加 入院・精神科医療可能（他医療機関連携あり）

順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市 追加 診断・治療可能（地域連携拠点非該当）

瀬尾記念慶友病院 沼津市 追加 地域連携拠点該当を追加

公益社団法人有隣厚生会富士病院 御殿場市 追加 診断・治療可能（地域連携拠点非該当）

順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市 追加 診断・治療可能（地域連携拠点非該当）

順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市 追加 地域連携拠点該当を追加

〇　精神疾患

　「身体合併症治療」を担う医療機関

　「心的外傷後ストレス障害（PTSD）治療」を担う医療機関

　「高次脳機能障害治療」を担う医療機関

　「てんかん治療」を担う医療機関

　「児童・思春期精神疾患」を担う医療機関
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所在地 医療機関名

1 沼津市 沼津市立病院

2 清水町 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター

3 長泉町 静岡県立静岡がんセンター

4 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

1 御殿場市 一般財団法人神山復生会 神山復生病院

2 長泉町 静岡県立静岡がんセンター

1 御殿場市 一般財団法人神山復生会 神山復生病院

2 裾野市 裾野赤十字病院

3 三島市 医療法人社団静岡健生会 三島共立病院

4 伊豆市 伊豆赤十字病院

5 伊豆の国市 伊豆保健医療センター

1 沼津市 アグリホームクリニック ぬまづ

2 沼津市 医療法人社団秀博会 大岡マサキクリニック

3 沼津市 白石医院

4 沼津市 勝呂医院

5 沼津市 医療法人社団勝優会 するがホームＥクリニック

6 沼津市 医療法人社団真養会 田沢医院

7 沼津市 沼津グルメ街道クリニック

8 沼津市 羽切医院

9 沼津市 松原医院

10 沼津市 医療法人社団静岡健生会 米山町クリニック

11 御殿場市 阿部ひ尿器科

12 御殿場市 時之栖・神山クリニック

13 裾野市 新井内科クリニック

14 裾野市 遠藤医院

15 裾野市 杉山医院

16 裾野市 清水館医院

17 裾野市 高桑医院岩波診療所

18 裾野市 田中クリニック

19 清水町 遠藤クリニック

20 清水町 薬袋内科クリニック

21 長泉町 花メディカルクリニック

22 長泉町 ひいらぎファミリークリニック

23 小山町 こうえい痛みのクリニック

24 三島市 医療法人社団博章会 いづの里クリニック

25 三島市 金木内科消化器科クリニック

26 三島市 桜井内科クリニック

27 三島市 さなだ消化器・乳腺クリニック

異動後の医療機関名リスト

○　がんの「集学的治療」を担う医療機関

○　がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（病院(緩和ケア病棟を有する)）

○　がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（病院(在宅医療)）

○　がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（診療所）
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28 三島市 たけなか三島東町クリニック

29 三島市 みんなの在宅診療所

30 三島市 山口医院

31 伊豆市 今野医院

1 沼津市 医療法人社団親和会 西島病院

2 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

1 沼津市 沼津市立病院

2 沼津市 公益財団法人復康会 沼津リハビリテーション病院

3 沼津市 瀬尾記念慶友病院

4 清水町 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター

5 伊豆市 ＪＡ静岡厚生連 中伊豆温泉病院

6 伊豆市 農協共済中伊豆リハビリテーションセンター

7 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

8 函南町 NTT東日本伊豆病院

1 沼津市 医療法人社団健森会 あうるクリニック駿河ベイ

2 沼津市 アグリホームクリニック ぬまづ

3 沼津市 医療法人社団秀博会 大岡マサキクリニック

4 沼津市 白石医院

5 沼津市 医療法人社団勝優会 するがホームＥクリニック

6 沼津市 医療法人社団真養会 田沢医院

7 沼津市 医療法人社団隆三会 手塚クリニック

8 沼津市 永野医院

9 沼津市 ぬまづアルプスクリニック

10 沼津市 萩野クリニック

11 沼津市 羽切医院

12 沼津市 松原医院

13 沼津市 医療法人社団静岡健生会 米山町クリニック

14 裾野市 杉山医院

15 裾野市 医療法人社団同愛会 鈴木医院

16 裾野市 清水館医院

17 裾野市 高桑医院岩波診療所

18 裾野市 田中クリニック

19 清水町 稲玉内科クリニック

20 清水町 薬袋内科クリニック

21 長泉町 花メディカルクリニック

22 小山町 こうえい痛みのクリニック

○　脳卒中の「救急医療」を担う医療機関

○　脳卒中の「身体機能を回復させるリハビリテーション」を担う医療機関

○　脳卒中の「在宅療養の支援」を担う医療機関
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23 三島市 石井内科

24 三島市 医療法人社団博章会 いづの里クリニック

25 三島市 金木内科消化器科クリニック

26 三島市 さなだ消化器・乳腺クリニック

27 三島市 たけなか三島東町クリニック

28 三島市 辻林内科

29 三島市 にしわきクリニック

30 三島市 宮内まこと記念クリニック

31 伊豆市 今野医院

32 函南町 北伊豆往診クリニック

1 沼津市 沼津市立病院

2 清水町 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター

3 清水町 医療法人社団宏和会 岡村記念病院

4 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

1 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

1 沼津市 沼津市立病院

2 清水町 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター

3 三島市 独立行政法人地域医療機能推進機構 三島総合病院

4 三島市 社会医療法人志仁会 三島中央病院

5 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

1 沼津市 沼津市立病院

2 沼津市 一般財団法人芙蓉協会 聖隷沼津病院

3 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

4 沼津市 かぬき岩端医院

5 沼津市 関谷レディースクリニック

6 御殿場市 公益社団法人有隣厚生会 共立産婦人科医院

7 裾野市 医療法人社団徳優会 かやま産科婦人科医院

8 清水町 島田産婦人科医院

9 長泉町 産婦人科 清稜クリニック

10 三島市 安達産婦人科クリニック

11 伊豆市 桃太郎助産院

12 伊豆市 山下助産院

1 沼津市 沼津市立病院

2 沼津市 一般財団法人芙蓉協会 聖隷沼津病院

3 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

○　心血管疾患の「急性期医療」を担う医療機関

○　糖尿病の「専門治療・急性合併症治療」を担う医療機関

○　肝疾患の「専門治療」を担う医療機関

○　周産期医療の「正常分娩」を担う医療機関

○　小児医療の「小児専門医療」を担う医療機関
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所在地 医療機関名

○ 身体合併症の入院と精神科医療を実施

△ 他医療機関と診療情報や治療計画を共有する等して連携

1 沼津市 沼津市立病院 ○△

2 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ○△

3 沼津市 ふれあい沼津ホスピタル ○△

4 三島市 医療法人社団形外会 三島森田病院 ○△

5 三島市 医療法人社団静岡健生会 三島共立病院 ○

6 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院 ○△

7 函南町 NTT東日本伊豆病院 ○△

◎

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎

2 沼津市 ふれあい沼津ホスピタル

3 御殿場市 東富士病院

4 三島市 医療法人社団形外会 三島森田病院 ◎

5 伊豆市 医療法人全心会 伊豆慶友病院

6 函南町 医療法人新光会 伊豆函南病院

7 函南町 NTT東日本伊豆病院 ◎

◎

○ うつ病・躁うつ病患者の状況に応じて適切な精神科医療を提供する

△ 産後うつ病患者の状況に応じて適切な精神科医療を提供する

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎○△

2 沼津市 ふれあい沼津ホスピタル ○

3 御殿場市 社会医療法人青虎会 フジ虎ノ門整形外科病院 ○△

4 御殿場市 東富士病院 ○△

5 三島市 医療法人社団形外会 三島森田病院 ◎○△

6 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院 ○△

7 函南町 医療法人新光会 伊豆函南病院 ○△

8 函南町 NTT東日本伊豆病院 ◎○△

◎

○ アルコール依存症患者の状況に応じて適切な精神科医療を提供する

△ 薬物依存症患者の状況に応じて適切な精神科医療を提供する

□ ギャンブル依存症患者の状況に応じて適切な精神科医療を提供する

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ○△□

◎

1 御殿場市 東富士病院

2 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

異動後の医療機関名リスト（精神疾患）

「身体合併症治療」を担う医療機関

「統合失調症治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「うつ病・躁うつ病（双極性感情障害）、産後うつ病治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「依存症治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「心的外傷後ストレス障害（PTSD）治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応
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◎

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎

2 沼津市 公益財団法人復康会 沼津リハビリテーション病院 ◎

3 沼津市 瀬尾記念慶友病院 ◎

4 三島市 医療法人社団静岡健生会 三島共立病院

5 伊豆市 ＪＡ静岡厚生連 中伊豆温泉病院 ◎

6 伊豆市 農協共済中伊豆リハビリテーションセンター ◎

7 伊豆市 医療法人全心会 伊豆慶友病院

8 函南町 NTT東日本伊豆病院 ◎

◎

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎

2 御殿場市 東富士病院

3 伊豆市 医療法人全心会 伊豆慶友病院

◎

1 沼津市 沼津市立病院 ◎

2 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院

3 沼津市 一般財団法人芙蓉協会 聖隷沼津病院

4 沼津市 公益財団法人復康会 沼津リハビリテーション病院

5 沼津市 医療法人社団親和会 西島病院

6 御殿場市 公益社団法人有隣厚生会 富士病院

7 三島市 医療法人社団形外会 三島森田病院

8 三島市 社会医療法人志仁会 三島中央病院

9 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

10 伊豆の国市 伊豆医療福祉センター

11 函南町 医療法人新光会 伊豆函南病院

◎

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎

2 御殿場市 東富士病院

3 三島市 医療法人社団形外会 三島森田病院 ◎

4 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院

5 函南町 NTT東日本伊豆病院

◎

1 沼津市 公益財団法人復康会 沼津中央病院 ◎

2 御殿場市 東富士病院

3 伊豆の国市 順天堂大学医学部附属静岡病院 ◎

4 伊豆の国市 伊豆医療福祉センター

「高次脳機能障害治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「摂食障害治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「てんかん治療」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「自殺対策」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

「児童・思春期精神疾患」を担う医療機関
【地域連携拠点（圏域拠点）】
県下全域拠点と連携した情報発信、研修の実施及び地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応
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紹介受診重点医療機関

外来機能報告に基づく紹介受診重点医療機関の決定について、御

意見を伺います。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

３

議題

３
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令和７年度外来機能報告の集計結果の状況（概要）

１ 要旨

○患者の医療機関選択に当たり、外来機能の情報が十分得られず、また、患者にいわゆる大病

院志向がある中、一部の医療機関に外来患者が集中し、患者の待ち時間や勤務医の外来負担

等の課題が生じている。

○そのため、厚生労働省では外来機能報告制度を創設し、令和４年度から実施している。

２ 外来機能報告の概要

(1) 対象医療機関

病院、有床診療所、無床診療所（無床については報告意向のある診療所のみ）

(2) 制度概要

地域の医療機関の外来機能の明確化・連携に向けて、データに基づく議論を地域で進める

ため、医療機関による外来医療の実施報告（外来機能報告）を実施。

外来機能報告に基づき、協議の場（地域医療構想調整会議）において、紹介受診重点外来

を地域で基幹的に担う医療機関として、「紹介受診重点医療機関」を決定する。

＜紹介受診重点外来のイメージ＞

〇医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来 （悪性腫瘍手術の前後の外来 など）

〇高額等の医療機器・設備を必要とする外来 （外来化学療法、外来放射線治療 など）

〇特定の領域に特化した機能を有する外来 （紹介患者に対する外来 など）

３ 紹介受診重点外来に関する基準
○初診基準：40％以上（初診の外来件数のうち「紹介受診重点外来」の件数の占める割合）

○再診基準：25％以上（再診の外来件数のうち「紹介受診重点外来」の件数の占める割合）

上記基準を満たさない場合であっても、紹介率50%以上かつ逆紹介率40%以上を参考の水準
とする。

４ 令和７年度報告内容（かっこ内は昨年度報告）

５ 紹介受診重点医療機関（令和７年３月１日公表時点）
24医療機関（うち、病院23機関）

＜構想区域ごとの内訳＞

区 分

１ ２ ３ ４

合計基準：〇
意向：〇

基準：〇
意向：×

基準：×
意向：〇

基準：×
意向：×

病院 19(18) ５(４) ４(６) 110(111) 138(139)

有床診療所 ０(０) ２(３) ０(０) 123(134) 125(137)

無床診療所 １(１) ０(０) ０(０) ０(２) １(３)

合計 20(19) ７(７) ４(６) 233(247) 264(279)

構想区域 賀茂 熱海伊東 駿東田方 富士 静岡 志太榛原 中東遠 西部

医療機関数 ０ １ ２ １ ７ ３ ２ ８
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令和7年度　外来機能報告の集計結果の状況

構想区域 機関種別
①

基準：〇
意向：〇

②
基準：〇
意向：×

③
基準：×
意向：〇

④
基準：×
意向：×

合計

病院 19 5 4 110 138

有床診療所 0 2 0 123 125

無床診療所 1 0 0 0 1

計 20 7 4 233 264

病院 0 0 0 6 6

有床診療所 0 1 0 2 3

無床診療所 0 0 0 0 0

計 0 1 0 8 9

病院 0 0 1 5 6

有床診療所 0 0 0 4 4

無床診療所 0 0 0 0 0

計 0 0 1 9 10

病院 2 3 0 36 41

有床診療所 0 1 0 32 33

無床診療所 0 0 0 0 0

計 2 4 0 68 74

病院 1 2 0 9 12

有床診療所 0 0 0 18 18

無床診療所 0 0 0 0 0

計 1 2 0 27 30

病院 4 0 3 15 22

有床診療所 0 0 0 18 18

無床診療所 0 0 0 0 0

計 4 0 3 33 40

病院 3 0 0 8 11

有床診療所 0 0 0 10 10

無床診療所 0 0 0 0 0

計 3 0 0 18 21

病院 2 0 0 12 14

有床診療所 0 0 0 13 13

無床診療所 0 0 0 0 0

計 2 0 0 25 27

病院 7 0 0 19 26

有床診療所 0 0 0 26 26

無床診療所 1 0 0 0 1

計 8 0 0 45 53

県全体

賀茂

熱海伊東

駿東田方

富士

静岡

志太榛原

中東遠

西部
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分類
構想区域
【名簿】

市区町村名称
【名簿】

医療機関コード 医療機関施設名【名簿】
医療機関種別
【名簿】

紹介受診重
点医療機関

(47)意向

(4) 初診外
来患者のう
ち医療資源
を重点的に
活用する患
者割合 1年
間

(11) 再診
外来患者の
うち医療資
源を重点的
に活用する
患者割合 1
年間

①基準【患
者割合】合
致
※40％、
25％

(51) 紹介
率 (年間)

(52) 逆紹
介率 （年
間）

②参考水準
【紹介率】合
致
※50％、
40％

地域医療
支援病院

備考

1・基準〇・意向〇 志太榛原 島田市 2215460078 島田市立総合医療センター 病院
〇 〇

66.6 33.2
〇

79.3 112.7
〇 〇

焼津市 2215160058 焼津市立総合病院 病院
〇 〇

58.5 29.7
〇

67.2 87.7
〇 〇

藤枝市 2215310554 藤枝市立総合病院 病院
〇 〇

77.5 32.4
〇

71.6 111.6
〇 〇

駿東田方 清水町 2219710015 独立行政法人国立病院機構静岡医療センター 病院
〇 〇

83.2 28.9
〇

74.5 67.4
〇 〇

長泉町 2211310202 静岡県立静岡がんセンター 病院
〇 〇

83 44.1
〇

93.6 122.7
〇

西部 浜松市中央区 2217110465 浜松医療センター 病院
〇 〇

73.5 33.6
〇

82.4 110.9
〇 〇

2217110861 社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院 病院
〇 〇

72.2 31.3
〇

68 67.6
〇 〇

2217110069 JA静岡厚生連遠州病院 病院
〇 〇

57.4 25.2
〇

81.3 67.4
〇 〇 （R6）3・基準×・意向〇　→　（R7)1・基準〇・意向〇

2219610488 浜松医科大学医学部附属病院 病院
〇 〇

73.3 27.2
〇

77.8 75.9
〇

2217110440 独立行政法人労働者健康安全機構 浜松労災病院 病院
〇 〇

78.1 31.3
〇

71.3 61.8
〇 〇

2217160205 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷三方原病院 病院
〇 〇

70.4 30.9
〇

85.2 116.2
〇 〇

浜松市浜名区 2217110051 浜松赤十字病院 病院
〇 〇

75.1 29.9
〇

73.4 91.7
〇 〇

静岡 静岡市葵区 2214211332 静岡市立静岡病院 病院
〇 〇

85 37.9
〇

91.8 166.1
〇 〇

2214160075 静岡赤十字病院 病院
〇 〇

75.6 30.1
〇

89.6 145
〇 〇

2214210771 静岡県立総合病院 病院
〇 〇

79.7 34.5
〇

93.6 183.6
〇 〇

静岡市駿河区 2214160042 静岡済生会総合病院 病院
〇 〇

67 28.4
〇

81.7 116.9
〇 〇

中東遠 磐田市 2216710067 磐田市立総合病院 病院
〇 〇

68.5 33.8
〇

85.5 106.3
〇 〇

掛川市 2217410089 掛川市･袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター 病院
〇 〇

49.2 30.8
〇

88.4 105.3
〇 〇

富士 富士市 2212310094 富士市立中央病院 病院
〇 〇

75.3 29.2
〇

97.6 85.2
〇 〇

西部 浜松市浜名区 2218310346 浜松ＰＥＴ診断センター 無床診療所
〇 〇

100 75.2
〇

100 96
〇

2・基準〇・意向× 駿東田方 沼津市 2211110412 医療法人社団親和会 西島病院 病院 86.9 30.3
〇

30.8 18.2

三島市 2210610180 独立行政法人 地域医療機能推進機構 三島総合病院 病院 47.9 32.1
〇

77 47.1
〇 （R6）4・対象外　→　（R７）2・基準〇・意向×

清水町 2211310129 医療法人社団宏和会 岡村記念病院 病院 81 38
〇

49.9 261.7

富士 富士市 2212310078 聖隷富士病院 病院 44.5 38.1
〇

57.5 36

2212310409 医療法人社団秀峰会 川村病院 病院 46.9 33.9
〇

32.3 17.1

賀茂 下田市 2210210262 のぞみ記念 下田循環器・腎臓クリニック 有床診療所 63.5 73.9
〇

0 0

駿東田方 沼津市 2211110289 医療法人社団弘仁勝和会 沼津勝和クリニック 有床診療所 42.3 86.3
〇

0 0

3・基準×・意向〇 静岡 静岡市葵区 2214210235 しずおか整形外科病院 病院
〇

52.4 19.7 33.7 34.6
（R6）4・対象外　→　（R7）3・基準×・意向〇

2219810096 独立行政法人国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター 病院
〇 〇

90.8 18.4 92.5 249.1
〇

2214210789 静岡県立こども病院 病院
〇 〇

32.5 21 87.9 46.3
〇 〇

熱海伊東 伊東市 2210410276 伊東市民病院 病院
〇 〇

67.2 18.1 74 104.7
〇 〇

※沼津市立については、R６年の段階で紹介受診重点医療機関辞退

※静岡市立清水病院については、現在紹介受診重点医療機関であるが、意向なし

※しずおか整形外科病院については、意向ありを確認済み
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１回目の協議の場（今回） ２回目の協議の場（6月頃）

◆紹介受診重点外来の基準：初診基準：40％以上（初診の外来件数のうち「医療資源を重点的に活用する外来」の件数の占める割合）
かつ

             再診基準：25％以上（再診の外来件数のうち「医療資源を重点的に活用する外来」の件数の占める割合）

◆参考水準：紹介率50%以上かつ逆紹介率40%以上

(※1)基準の達成に向けたスケジュール等を書面又は口頭で説明を求め、その内容を公表する。
(※2)１回目の協議の場での説明が間に合わない場合、２回目の協議の場での説明でも可能。
(※3)意向を有する理由等の意見を聴取。書面での提出も可能。

報告対象

基準○

基準×

意向×

意向○

意向×

紹介受診重点医療機関となることを確認

紹介受診重点医療機関とならないことを確認

医療機関による説明(※1)を
実施(※2)し、紹介受診重点
医療機関となることを確認

対象外

参考水準○

参考水準×

意向○

医療機関から意見等を聴取し、
再協議

再協議

医療機関による説明(※1)を実施
し、紹介受診重点医療機関とな
ることを確認

医療機関から意見等を聴取
し(※3)、紹介受診重点医療
機関となる・ならないを協
議 対象外

再協議認められない場合

認められない場合

認められない場合

なる場合

ならない場合
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病床数の変更

病床数の変更について報告いたします。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

４

報告

１
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病床数の変更

１ 病床削減

医療機関名 社会福祉法人農協共済中伊豆リハビリテーションセンター （伊豆市）

変更時期 令和７年９月

変更内容

療養病床

140 床 → 128 床 （－12 床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 療養

病床機能： 回復期

変更理由

医師をはじめとする医療職員および患者の確保が困難な状況が継続し、病棟

再開の見通しが立たないことから、休棟中の 44 床のうち 12 床について、医

療提供体制の実情を踏まえ返還するもの。

医療機関名 伊豆保健医療センター （伊豆の国市）

変更時期 令和７年９月

変更内容

一般病床

97 床 → 89 床 （－８床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 一般

病床機能： 急性期

変更理由

病棟廊下拡幅工事に伴い、病室の有効面積が縮小したことから、医療安全お

よび療養環境の確保の観点より、１室あたりの病床数を減少させた。また、

病棟内の他室を病室として改修し８床を確保することも検討していたが、改

修費用の高騰等の状況に加え、地域の人口動向や将来的な医療需要の見通し

も踏まえ、総合的に判断した結果、当該改修は見送ることとした。
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医療機関名 医療法人社団慈広会記念病院 （伊豆の国市）

変更時期 令和７年９月

変更内容

療養病床

110 床 → 101 床 （－９床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 療養

病床機能： 慢性期

変更理由

地域の人口減少及び急速な高齢化により、施設基準を満たす医療従事者の確

保が非常に困難となったため、地域における当院の役割や規模について熟考

し、病床削減するべきと考えた。

医療機関名 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター （清水町）

変更時期 令和７年９月

変更内容

一般病床

450 床 → 421 床 （－29 床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 一般

病床機能： 急性期

変更理由

主に感染症患者を診ている 7西病棟に第二種感染症病床 6床を整備（R8.4.1

稼働予定）することに伴い、病棟運営の効率化を図るため、一般病床の削減

を行うもの。
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医療機関名 一般財団法人芙蓉協会 聖隷沼津病院 （沼津市）

変更時期 令和７年９月

変更内容

一般病床

246 床 → 232 床 （－14 床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 一般

病床機能： 急性期（地域包括ケア病棟）

変更理由

・入院需要の減少

人口減少・少子高齢化により、今後は入院需要（特に急性期医療）が減

少すると見込まれる。沼津周辺地域も同様の人口動態であり、将来の急性

期病床機能の適正化を図るため。

・リハビリ機能の強化

高齢化の加速と在宅医療志向の高まりにより、入院期間中の ADL（生活動

作能力）回復の促進がこれまで以上に求められている。そのため、院内の

リハビリスペースを拡張し、医療の質向上と地域ニーズに対応する体制を

整えるため。

医療機関名 国立駿河療養所 （御殿場市）

変更時期 令和８年１月

変更内容

一般病床

258 床 → 243 床 （－15 床）

＜削減病床詳細＞

病床種別： 一般（ハンセン病療養所）

変更理由 非稼働病床削減のため、返還を行うもの。
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２ 病床設置

※ ３件とも平成 18 年までに使用許可済の有床診療所一般病床のため非カウント病床であった。

医療機関名 岩端医院 （沼津市）

変更時期 令和５年６月

変更内容 ０ 床 → ９ 床 （＋９床）

変更理由
開設者変更（法人化）に伴いカウント病床に移行したもの。

病床数の変更は無く、圏域内の実質的な病床増減なし。

医療機関名 香貫医院 （沼津市）

変更時期 令和６年 11 月

変更内容 ０ 床 → ９ 床 （＋９床）

変更理由
開設者変更（法人化）に伴いカウント病床に移行したもの。

病床数の変更は無く、圏域内の実質的な病床増減なし。

医療機関名 島田産婦人科医院 （清水町）

変更時期 令和７年５月

変更内容 ０ 床 → 17 床 （＋17 床）

変更理由
開設者変更（親子間の承継）に伴いカウント病床に移行したもの。

病床数の変更は無く、圏域内の実質的な病床増減なし。
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静岡県医師数等調査の結果

令和７年４月１日時点の「静岡県医師数等調査」の結果について

報告いたします。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

５

報告

２

－31－



－32－



－33－



－34－



－35－



新たな地域医療構想と保健医療計画の進め方

新たな地域医療構想と保健医療計画の進め方について報告いた

します。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

６

報告

３
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かかりつけ医機能報告制度

令和７年度から開始された「かかりつけ医機能報告制度」につい

て報告いたします。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

７

報告

４
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かかりつけ医機能報告制度の開始について

１ 要旨

○令和７年度から、医療法に基づく「かかりつけ医機能報告制度」が新たに開始

○医療機関が「かかりつけ医機能（１号・２号）」について報告し、その内容が公表され

るほか、医療計画等にも活用される制度（例年実施）

○今後は、報告内容を踏まえて地域で協議を行い、在宅医療や時間外診療など不足する

機能について、地域の医療機関や市町村等が連携しながら、必要な方策を検討・推進

２ 制度概要

３ 機能の概要

４ 協議の場

○地域医療構想調整会議の場を活用することが可能とされているが、今後調整

区 分 内 容

背 景

今後、複数の慢性疾患や医療と介護の複合ニーズを有することが多い高

齢者の更なる増加と生産年齢人口の急減が見込まれる中、地域によって

大きく異なる人口構造の変化に対応して、「治す医療」から「治し、支え

る医療」を実現していくことが重要

目 的

○地域において必要とされるかかりつけ医機能の充実強化を図り、国民

の医療機関の選択に資する情報を提供することを通じて、国民・患者

にとって医療サービスの向上につなげることを目指す

○その上で、必要なときに迅速に必要な医療を受けられるフリーアクセ

スの考え方のもとで、国民・患者がそのニーズに応じてかかりつけ医

機能を有する医療機関を適切に選択できるための情報提供を強化し、

地域の実情に応じて、各医療機関が機能や専門性に応じて連携しつつ、

自らが担うかかりつけ医機能の内容を強化することで、地域において

必要なかかりつけ医機能を確保する

調 査 時 点 令和８年１月１日時点（例年調査、今後の時点は未定）

対 象 機 関 病院、診療所（特定機能病院を除く）

調査方法等 Ｇ－ＭＩＳを通じて報告、医療情報ネット（ナビイ）にて公表

区 分 内 容 備 考

１号機能

日常的な診療を総合的かつ継続的に行う機能

・厚労省が定める 17 診療領域の一次診療対応

・外来患者数の多い 40 疾患程度の対応 ほか

・実施できれば該当

・報告内容を院内掲示

２号機能

地域医療提供体制における連携・支援機能

・自院や連携先による時間外体制確保状況

・後方支援病床の確保、退院時の地域連携体制

・訪問診療、往診、在宅看護との連携 ほか

・実績ありが要件

・報告内容を院内掲示
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地域医療介護総合確保基金事業

令和８年度の地域医療介護総合確保基金（医療分）事業について

報告いたします。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

８

報告

５
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１ 令和８年度基金事業予算（案） （単位：千円）

２ 令和８年度基金事業提案（医療分）の反映状況

令和８年度地域医療介護総合確保基金（医療分）事業

区 分
R7 当初予算

Ａ

R8 当初予算(案)

Ｂ

差 引

Ｂ－Ａ

① 地域医療構想の達成に向けた

医療機関の施設又は設備の整備
432,236 303,607 △128,629

①－２ 病床機能再編支援 716,000 549,000 △167,000

② 居宅等における医療の提供 443,929 360,661 △83,268

④ 医療従事者の確保 2,197,394 2,128,215 △69,179

⑥ 勤務医の労働時間短縮に向けた

体制の整備
2,236,649 1,940,000 △296,649

計 6,026,208 5,281,483 △744,725

区 分 提案件数 反映件数 備考（反映内容）

Ⅰ：地域医療構想の達成 3 2

(1)医療提供体制の改革等 3 2 ③メニュー追加:1、④継続:1

(2)その他「病床の機能分化・連携」等 0 0

Ⅱ：在宅医療の推進 9 7

(1)在宅医療を支える体制整備等 6 4 ④継続:4

(2)在宅医療（歯科）の推進等 1 1 ③メニュー追加:1

(3)在宅医療（薬剤）の推進等 2 2 ④継続:2

Ⅳ：医療従事者の確保・養成 10 9

(1)医師の地域偏在対策等 3 2 ②拡充:1、④継続:1

(2)診療科の偏在対策等 0 0

(3)女性医療従事者支援等 1 1 ②拡充:1

(4)看護職員等の確保等 5 5 ②拡充:1、④継続:4

(5)医療従事者の勤務環境改善等 1 1 ④継続:1

(6)その他「医療従事者等の確保・養成」等 0 0

計 22 18

提案反映状況

①新規事業化 0 ③継続事業へのメニュー追加 2

②継続事業の拡充実施 3 ④継続事業実施 13

計 18

○関係団体等から 22 件の提案があり、提案趣旨を踏まえ 18 件の内容を事業に反映予定
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３ 事業提案を反映した主な事業

○歯科医療提供体制整備事業費【区分：Ⅱ(2)】

○歯科医療提供体制整備事業費【区分：Ⅰ(1)】

○看護職員確保・質向上対策事業費助成【区分：Ⅳ(4)】

提

案

提案団 体 静岡県歯科医師会

提案内 容

概 要

静岡県歯科医療従事者バンクのシステム改修

・求人情報の更新通知機能がないほか、求職者との連絡調整、面接日程の設定方

法が電話やメール中心で、求人、求職双方の利用率向上の妨げとなっている。

・ＵＩ／ＵＸ改善や、面接調整機能の改修を図り、省力化と利便性向上を両立さ

せるための機能追加を提案する。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業へのメニュー追加】

・新着情報のプッシュ通知機能を追加

（職員がエクセルで作成した業務効率化ツールを提供するなど予算外でも対応）

所 管 課 医療政策課（医療企画班） 予算額（基金） 2,046 千円

提

案

提案団 体 静岡県歯科医師会

提案内 容

概 要

県内６病院で実施した地域口腔管理推進整備事業の総括

・地域医療支援病院のうち、歯科が設置されていなかった６病院において、病院

と地域歯科医師会等との連携体制を構築するための研修会等を実施してきた。

・各地域の事業成果や、経年的な状況及び新たな課題等を含めて本事業の「総括

事業」を行なうことが必要である。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業へのメニュー追加】

・総括事業を実施

所 管 課 医療政策課（医療企画班） 予算額（基金） 440 千円

提

案

提案団 体 静岡県看護協会

提案内 容

概 要

専門・認定看護師の資格を有するプラチナナースの活用促進

・医療の高度化等に対応する専門看護師、認定看護師の増加率は低下、分野によ

っては数が減少してきている。

・プラチナナースが資格更新に必要な実務経験を積む機会を提供する。

・専門・認定看護師が所属していない施設への派遣事業等を行う。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業の拡充実施】

・提案趣旨を踏まえ、具体化に向けて検討するため、まずは実態調査を実施

所 管 課 地域医療課（看護師確保班） 予算額（基金） 300 千円
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令和８年度　地域医療介護総合確保基金(医療分)　事業提案及び反映状況（継続提案等）

※区分Ⅰ：病床機能分化・連携推進、Ⅱ：在宅医療推進、Ⅳ：医療従事者等確保 （単位：千円）

No. 区分 提案団体 提案項目 提案事業内容 基金事業名（予定） Ｒ７計画（予定）
基金充当額

担当課

1
Ⅰ
(1)

ふじのくにねっと事務局
（地方独立行政法人静岡
県立病院機構　静岡県立
総合病院）

施設整備

地域における医療連携を進めるため、
病病/病診間の医療情報の共有を行っ
ている「ふじのくにねっと」の機器整備に
要する費用への助成を継続

地域医療連携推進
事業費助成

38,800 
○医療政策課
（医療企画班）

2
Ⅱ
(3)

県薬剤師会
研修会
開催等

地域住民の健康をサポートし、在宅医
療、地域包括ケアを支える薬剤師を養
成・確保し、地域包括ケアシステムの体
制を強化

3
Ⅱ
(3)

県薬剤師会
協議会
設置等

薬局、訪問看護ステーション等多職種間
で在庫情報の共有等による連携を強化
し、地域における適正な医療資源を確
保し、在宅医療の体制を強化

4
Ⅳ
(4)

県薬剤師会
研修会
開催等

薬剤師の確保や地域偏在の解消を図る
ため、薬学部学生に対する職場体験機
会の提供、県内の小学生・中学生等に
対して、薬剤師の仕事紹介や実務体験
機会を提供

5
Ⅳ
(4)

県病院薬剤師会
研修会
開催等

病院薬剤師偏在指標は0.66（全国40位）
であることを踏まえ、へき地等での薬学
生就業体験において病院薬剤師体験を
実施

6
Ⅳ
(4)

県病院薬剤師会
研修会
開催等

離職防止や資質向上を目指し、新採用
職員、若手病院薬剤師、管理職など各
フェーズに応じた研修を実施

薬剤師確保総合対
策事業費

600 
○薬事課
（薬事企画班）

7
Ⅳ
(4)

県病院薬剤師会
業界

研修会
開催等

全国の薬学生に向け、静岡県病院合同
業界研究会（オンライン）による病院の
求職活動の強化、薬学生の就職活動支
援を実施

薬剤師確保総合対
策事業費

2,500
○薬事課
（薬事企画班）

8
Ⅳ
(3)

浜松医科大学 拠点運営
女性医師支援センターの管理運営を継
続するほか、若手医師とロールモデルと
なる医師との意見交換会等を実施

女性医師支援セン
ター事業

20,000 
○地域医療課
（医師確保班）

9
Ⅳ
(1)

県医師会
研修会
開催等

若手医師確保のため、臨床研修医が一
堂に会する「Welcome Seminar」や、キャ
リアパス支援事業「屋根瓦塾 in 
Shizuoka」等を開催

臨床研修医定着促
進事業

6,200 
○地域医療課
（医師確保班）

10
Ⅳ
(1)

県医師会
マッチン
グ支援

定年後の医師などの活躍促進を目的と
して、医師の就労相談・支援窓口を設置
し、県内就業等を支援する「静岡県医師
バンク」の運営及び運用システムの改善
を実施

静岡県ドクターバンク
運営事業

15,550 
○地域医療課
（医師確保班）

11
Ⅳ
(5)

県医師会
研修会
開催等

医師の働き方改革を推進するための医
療クラークの教育体制整備に向けた研
修会、女性医師就労支援に向けた講演
会等の開催

○医師・看護師事務
作業補助者教育体
制整備事業費
○女性医師就労支
援事業費

4,590 
○地域医療課
（医師確保班）

12
Ⅱ
(1)

県医師会 拠点運営

地域包括ケアシステムの整備に向け、
在宅医療・介護連携のためのネットワー
ク形成の拠点となる「シズケアサポート
センター」の運営を継続

在宅医療・介護連携
推進事業費

30,000 

○福祉長寿政
策課
（地域包括ケア
推進室）

13
Ⅱ
(1)

県医師会 助成

地域包括ケアシステムの深化に向け、
シズケア＊かけはしを普及・活用し、地
域づくりに取り組む郡市医師会、関係団
体等を支援

シズケア＊かけはし
地域づくり推進事業

15,300 

○福祉長寿政
策課
（地域包括ケア
推進室）

14
Ⅱ
(1)

県医師会
研修会
開催等

認知症の方に対して切れ目のない支援
体制を構築するため、認知症サポート医
リーダー研修等を実施

（介護分で計上） 2,300 

○福祉長寿政
策課
（地域包括ケア
推進室）

15
Ⅱ
(1)

県医師会
研修会
開催等

かかりつけ医を対象とした地域リハビリ
テーション基礎研修の実施や、かかりつ
け医への支援、市町・地域包括支援セ
ンターとの連携づくりの協力を行う「サ
ポート医」を養成

地域リハビリテーショ
ン強化推進事業

1,687 

○福祉長寿政
策課
（地域包括ケア
推進室）

かかりつけ薬剤師・
薬局普及促進事業

8,950

実施段階で0
反映を調整0

○薬事課
（薬事企画班）

薬剤師確保総合対
策事業費

1,300

実施段階で0
反映を調整0

○薬事課
（薬事企画班）
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地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワーク

への参加法人の追加

「地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワーク」に

新たに「公益財団法人伊豆保健医療センター」が参加しましたので

報告いたします。

令和７年度第３回駿東田方圏域保健医療協議会

令和７年度第３回駿東田方構想区域地域医療構想調整会議

資料

９

報告

６
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地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワークへの参加法人の追加

１ 概 要

地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワーク（以下「連携推進法人」という。）

に公益財団法人伊豆保健医療センターが参加したので報告する。

２ 連携推進法人の概要

３ 新たに参加した法人（医療機関）の概要

名 称 地域医療連携推進法人静岡県東部メディカルネットワーク

認 定 日 令和３年９月９日

代 表 理 事 佐藤 浩一（順天堂大学医学部附属静岡病院長）

主たる事務所の所在地 静岡県伊豆の国市長岡1129番地

医療連携推進区域 駿東田方保健医療圏

参 加 法 人

（ 医 療 機 関 ）

・学校法人順天堂（順天堂大学医学部附属静岡病院）

・静岡県厚生農業協同組合連合会(ＪＡ静岡厚生連中伊豆温泉病院)

・医療法人社団一就会（長岡リハビリテーション病院）

・医療法人社団慈広会（医療法人社団慈広会記念病院）

・日本赤十字社（伊豆赤十字病院）

・独立行政法人地域医療機能推進機構（三島総合病院）

医療連携推進業務

・連携業務の効率化、診療機能等の機能分担に関する事業

・大型医療機器の共同利用に関する事業

・医療従事者の資質向上に関する共同研修及び相互派遣

・病床規模の適正化、機能分担と連携業務に関する事業

・医師の確保、交流、派遣に関する事業 等

法 人 名 公益財団法人伊豆保健医療センター

参 加 日 令和７年10月 14日

医 療 機 関

医療機関名 伊豆保健医療センター

病 院 長 小野 憲

病 床 数 病床数89床（一般89床）

参加理由

伊豆保健医療センターが法人に参加することで、以下の連携を図る。

・連携推進の強化

さらなる紹介・逆紹介を推進し、連携をスムーズに行えるような仕組み

を構築する。

・情報交換・情報共有

ＩＣＴを用いた地域医療連携ネットワークを活用し、患者情報の共有に

より診療情報提供の円滑化を図る。

・合同研修

参加法人間で研修会を実施し、他職種連携のスキルの向上を図る。

・スタッフの派遣（人事交流）

各施設の安定的な医療提供体制を確保するため、必要に応じてスタッフ

の派遣を行う。
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